





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































ＣＤｖｓＳＳ gＳｖｓｌＬ lＬｖｓＣｈｌａ ＣＤｖｓＣｈＬａ 
寄与率（R2）
相関係数（R）
有意水準（p）
０．７６８８ 
－０８７６８ 
，０１ 
０．９５７２ 
｡｡9783 
0-001 
0.8133 
0．Ｂ０１８ 
ｕＯ１ 
０．６９５４ 
－０８３３９ 
０．０５ 
であり、その有機物は主として植物プランクトン由来物質であることが分かった。
ちなみに、直接､補償深度と植物プランクトンを直線回帰すると（C、.avsCD)、
有意水準Ｍ５で負の相関が得られ、補償深度の変動のＢ9％がＣｈＬ臼へ鰯回帰で説
明された。
１９９８年の集中豪雨で､小野川棚では､通常の１００倍以上の８sが記録された(Satoh
etaL2DO1）。この例は極端であるが、時に、激しい降雨の後、小野｣||糊の湖水が濁
っていることがある。このような場合、湖水をろ過すると、ろ紙が目詰まりを鋸こし
易く、ろ紙上の懸濁物の色も土色であり、懸濁物の主成分が集水域よりもたらされた
無機鉱物であることが推察される。今回、そのような観測値はみられず、全観測は平
常時であったと考えられる。よって、小野川湖では、平常時、植物プランクトン由来
有機物が補償深度に影響していると考えて良いだろう。
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２研究実績
この章に掲載した論文は、いずれ学術雑誌に原著として発表される予定
■ 
特に弓|用を希望される方は、引用の可蟹について下記へお問い合わせ下さい。
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